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12 2006 年 4 月 26 日沖縄本島北部での前線通過前の大雨事例 
 

下里明次・友利健・濱部真次・仲間昇・国吉真昌 （沖縄気象台） 

 
１ はじめに 
 昨年度に引き続き、統一テーマ「大雨事例の構

造解析と大雨概念モデルの構築」について、2006

年4月26日の大雨事例でNHMを用いた再現実験を試

みた。第1図の５キロ格子での00ｚ初期値と03ｚ初

期値の比較では、強雨域及び降水分布から、00z

のパターンが03ｚより全体的に類似している（第5

図レーダー図参照）。このため、00zを更にダブル

ネストして、２キロ格子での再現実験を行なった。

なお、本調査は、管内NHM共同調査の一環として行

ったものである。  

２ 概要 

26日12時に温

暖前線が本島

地方を北上し、

その後東シナ

海にある寒冷

前線が通過。      

夕方には本島

北部を中心に

激しい雨が降り、特に伊是名では15時30分までの1

時間に80ミリの非常に激しい雨が降った（第2図、

第3図参照）。 

３ 解析の着目点 

 アメダス風（第4図）：温暖前線に対応するシア
ーライン（南東と南西風による）が、12時には本
島南部に達し、さらに北上して14時には本島北部
と奄美間に停滞した。なお、シアーライン南側で

は10ｍ/ｓ前後の南西風が強まった。その後寒冷前
線の通過により久米島から北西風に変わり、本島

中南部や本島北部でも夜にかけて次第に北西風に

変わった。 

 レーダーエコ

ー（第５図）：温

暖前線（地上シア

ーライン）に対応

したラインエコ

ーAは、本島付近
を 12時から 14時
にかけてゆっく

り北上。ラインエ

コーＡは北上す

るにつれ発達し、

14時（図省略）に
は伊是名付近ま

で達し所々で強い

エコーが発生。14
時以降はラインエ

コーＡは北上せず

に停滞した。15時
にはＡとBが合流によりキンク状に形成され、伊

第 3 図 伊是名の時系列雨量図 
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第 1 図 左図 00ｚ、右図 03ｚ初期値の降水予想図
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是名付近の強いエコーが水平に西進し、伊是名で

短時間強雨となった。その後夜にかけてラインエ

コーＡはＢに押される形で位相をあわせ南下した。 
 

 衛星水蒸気画像

（第6図）：11時頃、
シアーライン（点

線）の前面での対

流雲が輝度を増し

ながら15時頃にか
けて沖縄本島を北

上。16時頃には対
流雲は東へ去るが、

久米島付近から東

進してくる雲域

（A）によりシアー
ライン付近で、再

び対流雲が発達し

た。また、14時頃
には久米島付近か

ら南西方向（石垣

島の北海上）にか

けてライン状に対

流雲が明瞭化し、

この後面には幅の

狭い暗域が現れ、

弱いながらバウン

ダリーが形成され

た。なお、対流雲

の先端部の先島付

近でも（Ｂ、Ｃ）

進行方向に対し、

拡大しながら発達

していた。 
 
 
 

 
エマグラム及びWPR：12ｚエマグラム（図省略）
では上層まで湿域がかかっているが、600hＰa付
近で乾燥域が見られる（SSIは-0.8、K-index 38.1）。
NICＴ沖縄のWPR（第7図）では降雨時間帯の風

は上空で北西風だが、4㎞までは相対的に強い
（50KT）南西風場であり、下層で南からの暖湿
気流が流入し、大気不安定場であった。なお、降

水域が通過後の20時以降には、3～4㎞付近で乾燥
域が流入していた。（図省略） 

 

５ 再現実験 
対流パラメタリゼーションの設定で、デフォル

トより「対流パラメタリゼーションを用いず、雲

物理過程による」が実況との再現性が良かったの

で、00zを親モデルとした03ｚ初期値で、2キロ格
子のダブルネストで再現実験を試みた。ちなみに

デフォルトでは本島北部の降水発達が弱く、シア

ーラインも実況よりやや南側に位置していた。 
 第 8 図は本島付近で擾乱が発達した 13 時から
15 時頃にかけての時系列図で、左が 00ｚ親モデ
ルの図、右がダブルネストした図である。 
 本島付近を北上するシアーラインと東シナ海か

らの前線後面の北西風の予想は、実況との対応が

良く本島北部の降水極大域も表現している。 
親モデルとダブルネストの 14時を比較すると、
ダブルネストするとシアーライン近傍での降水極

大域が拡大された。 
 宮古島の北海上での降水極大域は、実況（衛星

画像参照）ではそれほどエコーは発達しなかった。

これは、ＭＳＭルーチンモデルで表現しており再

現実験でも同様に強い降水域であった。 
 前線活動が活発化した 14時頃の 600ｈPaでの
相当温位を第 9図に示す。沖縄本島付近の降水域
の北西側には、東シナ海から南東進してくる低相 

第 7 図 NICT 沖縄のウインドプロファイラー時系列
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第 11 図 相当温位及び風向風速の

鉛直分布図 

 

 
 
 
当温位(黒丸枠)の流入があり、大気の状態が不安
定な条件であった。 
 第 10 図の断面図ラインの相当温位鉛直分布を
第 11図に示す。 

強い降水域付近の高相当温位域は弱まりながら

南西進し、この下層ではシアー（白線）が形成さ

れ前面では 50KT前後の南西風が強く吹いていた。 
 600ｈPa後面の低相当温位域（黒丸枠）は、次
第に消散した。実況でＷＰＲに乾燥域が現れてい

ないのは、大宜味村付近に達する頃に消散したた

めだと考えられる。また、高相当温位域前面でも

弱いながら低相当温位域（白丸枠）あり、次第に

下降しながら消散した。 
６ まとめ 
 シアーライン付近で対流雲が発達（南側で南西

風が強まる）するなかで、600ｈPaの低相当温位
域が東シナ海から流入し、大気の状態が不安定と

なり短時間強雨となった。なお、再現実験ではダ

ブルネストすると親モデルよりシアーライン付近

の降水極大域が拡大計算された。 
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第 8 図 左は 00Z 親モデル、右がダブルネストした時系

列図 
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の相当温位 
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第 10 図 断面図ラ
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